


























































況が明るみになり、連日 PFI のスキャンダル報道が続いた。これに対して、英国では 2010
～2012 年にかけて様々な PFI 事業の改善が行われ、2012 年末には PF23と呼ばれる PFI の
改良モデルを発表した。しかし、その後も PF2 の事業実績は伸び悩み、2018 年に大型の
PF2 病院を建設途中だった PFI 案件を多く手掛ける大手ゼネコンが突如清算を申請したこ
とで、PFI/PF2 への不信はますます強まった。同年秋には、秋季財政報告の際に新規の
PFI/PF2 案件を実施しないことを宣言するに至った。 
英 National Audit Office（2018）は、PFI/PF2の多くは従来型公共事業よりも高額となり
がちであり財政的なメリットは疑わしいとし、さらに PFI/PF2 の VFM 分析は（事業を推
進したい立場の者が実施していることから）不足しており、PFI/PF2 のメリットを示すデ
ータも不十分であるとした 4。 
こういった論調は英国に留まらず、European Court of Auditors（2018）の報告書は、「PPP
には多岐にわたる欠点があり、利点は少ない。その結果、15 億ユーロに上る非効率・非効
                                                     
1 ここで「近代的な PPP 手法」というのは、1980 年代以降に途上国などで広まった BOT 手法や、英国
の PFI 等のことを指す。フランスで数百年の歴史があるコンセッションをはじめとして、世界的には民間
投資をインフラ開発等に導入する手法は数多く存在しているものの、PPP の制度が世界的にある程度の共
通認識を伴って整備されるようになってきたのは 1980～90 年代以降と言える。 
2 ポルトガル、イタリア、ギリシャ、スペインの頭文字をとった略称。これにアイルランドを加えて
PIIGS という呼び方もされた。 
3 PF2 の主な特徴は、SPC に対する政府出資、PF2 事業契約からのソフトサービスの除外、入札プロセ
スの短縮、資金調達の多様化―などである。 
4 英国で PFI を所管する Infrastructure Projects Authority への 2019 年 8 月 13 日の取材では、NAO は当

















































and Capture Framework（VCC）」を 2016 年に公表し、翌年 2 月に導入した。VCC では、
Value Creation と、Value Captureを評価しプロジェクトに組み込むことを目的としている。
Value Creation とは元々のプロジェクトの範囲を超越する価値すなわち経済的な価値、社会






図表 1 VCCの位置づけ 
 




                                                     
5 2018 年 8 月 13 日ヴィクトリア州首相内閣省（Dept. of Premier and Cabinet）Mathew Furlan, Senior 








Lifecycle and High Value/High Risk Guidelines などと合わせて VCCを評価する。PPP は、





















図表 2 VCCメカニズム 
① Strategic Land Use Assessment  
② Land creation  
③ Land consolidation acquisition and reservation  
④ Structure planning 
⑤ Planning scheme amendments  
⑥ Planning conditions 
⑦ Third party incentives 
⑧ Procurement conditions for urban development  
⑨ Procurement conditions for infrastructure  
⑩ Innovation through procurement  
⑪ Private finance and ownership 
⑫ Victorian Design Review Panel 
⑬ Property development rights 
⑭ Commercial opportunities  
⑮ Private asset manager user charges uplift 
⑯ Private asset manager efficiency dividend 
⑰ Voluntary contributions by beneficiary businesses 

























図表 3 VCC の検討プロセス 
 
























▽環境の多様性と社会・経済・環境の強靭性（A resilient Wales）▽心身の健康（A healthier 
Wales）▽公平な機会（A more equal Wales）▽魅力的で活気あふれ安全なコミュニティ（A 
Wales of cohesive communities）▽文化、伝統、言語の継承と参加（A Wales of vibrant culture 













さらに 2020 年 11 月には、PPP 手法以外の公共調達においても評価点の最低１割を
Community benefits や社会的価値（Social Value）の評価とすることを求めた通知を発出し
た。これは、後述する英国中央政府の調達方針を受けたものである。また、発注機関向けに




                                                     
6 2019 年 8 月 14 日ウェールズ財務省 Head of the Innovative Finance Team Steve Davies 氏へのインタビ
ューによる。 
7 英国の中央政府とイングランドでは新規 PFI/PF2 が廃止されたが、ウェールズ、スコットランド、北ア
イルランドの各政府は独自に PPP 手法を展開している。ウェールズでは、スコットランドで行われてい
る PPP 手法（Non profit distribution Model ならびに Hub と呼ばれる手法）をベースに構築した Mutual 





内部で要求事項として最低限達成を求める Community benefits の項目をまとめる。入札段
階では、具体的には▽最低限の要求水準（Minimum requirements）、▽要求水準を上回る提














図表 4 Community benefitの分類と評価方法 











通知（Procurement Policy Note 06/20）を発出し、一定規模以上の公共調達において、社会
的価値（Social Value）を評価項目とすることとした。 
コロナ禍の PFI/PF2への影響に関連して、英国政府は PFI/PF2契約に関するガイダンス





価値の指標を示し、事業の VFM と Social Return on Investment（SROI）を総合的に評価できる Social 
Value Calculator の開発等が行われてきたことが、こういった取り組みの基盤となっている。 











を最大化することを目指したものである。2021年 1 月 1 日以降中央政府の全省庁や関連発
注機関に適用された。 
















欧州経済委員会（UNECE）の PPP ワーキングパーティーは、2015 年の持続可能な開発
目標（SDGs）の達成に向けて PPPが貢献できるよう、People-first PPP という概念を提唱
している。これは、従来の PPP 事業が Value for Moneyという経済的な観点は事業評価の
                                                     









して、PPP の有効性を示したいという思惑もあった。UNECE は、2018 年に Guiding 
principles for People-first PPPs（PfPPPs）をまとめ公表した。この中で、PfPPPs の要件と
して▽アクセスと平等性（Access and Equity）▽経済的有効性と財政の持続性（Economic 
Effectiveness and Fiscal Sustainability）▽環境の持続可能性と強靭性（Environmental 












や政府関係者等からの意見聴取を行い、2021 年中に評価指標の改善を図る計画。2021 年 2
月から実施しているプロジェクト評価（Building Back Better Infrastructure Award）では、










                                                     
10 国連経済社会局（UNDESA）が 2016 年に発行した「Public-Private Partnerships and 



























































































































































本稿では、近年先進国で関心が高まっている PPPの社会的価値（Value for Society/Value 
for People）がどのように評価されているかをいくつかの事例を基に概観した。これらの取
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- 人々やコミュニティが COVID-19 への対策・回復支
援（影響が最も大きい人々や Who are shielding があ
る人々を含む） 






























































































添付資料２ PIERS の評価項目 

























































































































































































RE3.4 官民セクターやコミュニティの能力、効率性、有効性を高めるための他の機会が PPP によっ
て創出され、開始されたり、実施されたりしているか。 
５．ステークホルダーの参画 
SE1.ステークホルダーの参画と市民参加のための計画 
SE1.1*プロジェクトに直接的、間接的に影響を受ける全てのステークホルダーを特定するために、ス
テークホルダーのマッピングを実施したか。 
SE1.2*各ステークホルダーの具体的なニーズやプロジェクトに関連する広範な問題を考慮した、ステ
ークホルダー参画計画（市民参加を含む）が策定されているか。 
SE1.3*ステークホルダー参画と市民参加のプロセスの有効性と包括性を測定し、プロセスの結果とし
て達成された具体的なアウトカムを測定するためのステークホルダー参画・市民参加の指標が定めら
れているか。 
SE1.4 ステークホルダー参画・市民参加プロセスの有効性、プロジェクト情報の公表・普及を監督・
モニタリングする責任を持つ独立した監視委員会を設置しているか。 
SE2.ステークホルダーの参画と市民参加の最大化 
SE2.1*プロジェクトのライフサイクル全体を通じて、ステークホルダー参画と市民参加の計画を、効
果的に、適時に、包括的な方法で実施しているか。 
SE2.2*環境保護活動家を含む一般市民は、参加したことで罰せられたり、迫害されたり、嫌がらせを
受けたりする恐れなく、自由に意見を表明し、参加することができているか。 
SE2.3*ステークホルダーからのフィードバックが、プロジェクトの計画、設計、プロセス、意思決定
に組み込まれ、意思決定に影響を与えているか、また、ステークホルダーからのフィードバックが、
公正かつ公平に、社会的・環境的正義の原則に従って扱われているか。 
SE2.4PPP とステークホルダーの参画と市民参加のプロセスの結果、社会的、文化的、経済的、環境
的便益がコミュニティに還元されたか。 
SE2.5 ステークホルダーの参画と市民参加のプロセスと、そのフィードバックに基づいて行われた決
定に関する満足度について、ステークホルダーからのフィードバックが求められているか。 
SE3.透明で質の高いプロジェクト情報の提供 
SE3.1*People-first 成果に関連したプロジェクトに関する質の高い適切な情報が、一般市民を含む全
てのステークホルダーが入手可能であり、透明性が高く、適時で、理解しやすく、アクセスしやすい
方法で提供されているか。 
SE3.2 ステークホルダー参画会議のアウトカムに関する定期的な報告書が公表されており、一般市民
を含むすべてのステークホルダーがアクセスできるようになっているか。 
SE3.3PPP が提供する事実と情報の信憑性、正確性、信頼性を独立した情報源が検証しているか。 
SE4.市民からの苦情や利用者フィードバックの管理 
SE4.1 市民からの苦情や利用者/顧客からのフィードバックを管理するためのプロセスやメカニズム
が構築されているか。 
SE4.2PPP は、市民からの苦情や利用者/顧客からのフィードバックへの対応や解決を実行できてい
るか。 
SE4.3 公開された市民からの苦情や利用者/顧客からのフィードバックは、それらへの対応も含め
て、容易かつ透明性のある形で入手可能か。 
（出典：UNECE[2021]。筆者訳。） 
 
